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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年1月10日(2013.1.10)

【公開番号】特開2011-88900(P2011-88900A)
【公開日】平成23年5月6日(2011.5.6)
【年通号数】公開・登録公報2011-018
【出願番号】特願2010-260056(P2010-260056)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   7/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/5455   (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  25/10     (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  13/513    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   7/10    　　　Ｓ
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/5455  　　　　
   Ｃ０３Ｃ  25/02    　　　Ｎ
   Ｄ０６Ｍ  13/513   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月16日(2012.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
シランが本質的にシロキサン類およびハロゲン化物を含まない不飽和イミドシランであっ
て、式：((R1)bY)aR

2
3-aSiR

3N(C=O)2X（式中、Ｒ１およびＲ２は一価の基であり、Ｒ３は
二価の基であり、Ｘは少なくとも１個のエチレン性不飽和を有する二価の基であり、その
双方の結合手は、窒素に結合したカルボニル基に結合されており、Ｙは酸素、窒素または
硫黄であり、ａ＝１～３であり、ｂはＹの原子価に依存してｂ＝１または２である。）を
有する前記不飽和イミドシラン。
【請求項２】
Ｘはイミド基を有する５～１２個の原子の環を形成する炭化水素である請求項１に記載の
シラン。
【請求項３】
ａ＝３、Ｙ＝ＯおよびＲ１はエチルまたはメチルである請求項２に記載のシラン。
【請求項４】
ａ＝２、Ｙ＝ＯおよびＲ２はアルキルであり、Ｒ１は水素、イミノ基、ジアルキルアミン
、ヘテロ原子を含有できる炭化水素およびアシル基からなる群から選択される請求項２に
記載のシラン。
【請求項５】
式：((R1)bY)aR

2
3-aSiR

3N(C=O)2X（式中、Ｒ１およびＲ２は一価の基であり、Ｒ３はヘテ
ロ原子を含有する二価の基であり、Ｘは少なくとも１個のエチレン性不飽和を有する二価
の基であり、その双方の結合手は、窒素に結合したカルボニル基に結合されており、Ｙは
酸素、窒素または硫黄であり、ａ＝１～３であり、Ｙの原子価に依存してｂ＝１または２
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である。）を有するシラン。
【請求項６】
副生物として水を生成しないで請求項１～５のいずれかに記載の不飽和イミドシランを形
成することを含むシランの製造法であって、（ａ）アミノアルキルジアルコキシシランま
たはアミノトリアルコキシシランと不飽和酸無水物と反応させてアミド酸シランを形成し
、（ｂ）得られたアミド酸シランをカップリング物質で処理し、（ｃ）この処理をした物
質を加熱してイミドシランを得ることを含む前記方法。
【請求項７】
不飽和酸無水物とイソシアナトシランとを反応させて放出するＣＯ２とイミドシランを得
ることを含む請求項６に記載の方法。
【請求項８】
請求項１～５のいずれかに記載の不飽和イミドシラン、イミド基と反応性の熱可塑性樹脂
質物質、無機充填剤および遊離基発生剤を含む組成物。
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